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スポーツと旅行先イメージー台湾から見たスポーツ都市としての東京の魅カー
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【序論】
日本は，2003年に定められた観光立国行動計画において，
2005年に訪日外国人旅行者数を700万人，2010年には1，000
万人にするという目標を掲げ，その結果，2005年の訪日外国
人旅行者数は672万人であり，過去最高の訪日外国人旅行者
数となった．また，2003年に実施された国際観光振興機構の
調査によれば，海外からの訪日外国人旅行者の訪問率が最も
高い都道府県は東京都であるが，ただし，スポーツという動．
機で訪日した旅行者は極めて少ないことがわかる．訪日旅行
者数2位，そして観光目的での訪日旅行者数1位の台湾人ツ
ーリストにも，訪日動機の中でスポーツの割合は低い．それ
は，台湾人ツーリストに対して日本のスポーツの旅行先イメ
ージが確立されていないからのではないかと考えられる．
過去の研究では，スポーツに関する旅行先イメージを測定
した論文はまだ少ない．Peters＆Pikkemaat（2003）が，イ
ンスブルックに住む大学生に調査を行った結果，インスブル
ックの旅行先イメージは山岳スポーツであるという因子が抽
出されるなどスポーツのイメージがインスブルックの旅行先
イメージに強く反映していることが明らかになった．
【研究の目的と方法】
本研究は，（∋台湾の大学生における東京の旅行先イメージ
を明らかにすること，②「旅行者のデモグラフィクス」や「東
京とスポーツに関する認知度」が東京の旅行先イメージに差
があるのかを明らかにすること，そして③東京の旅行先イメ
ージの中に，スポーツの属性が認知されているかどうかを明
らかにすることを目的とした．
調査は台湾の大学生449名を対象に調査を行った．調査方
法は，授業の開始直後に質問紙を配布し，自記入式調査で行
った．また，変数の評価が単一学部の専門知識による偏りを
避けるために，各学部の学生が集まる一般教養科目の講義で
調査を行った．
【結果と考察】
分析に用いたサンプルの性別は女性249人（55．5％）と男性
200人（44．5％）であった．東京への旅行経験者は22．6％であ
った．東京へ旅行するの主要目的は，85％以上は観光であり，
選択肢の中に「スポーツに観戦する」と答えたのは，0％で
あった．東京に関する情報はどこから得るのかと聞くと，テ
レビ（89．7％）が最も多いである．東京とスポーツに関する認
知度は東京都の2016年オリンピック招致の認知度を調査し
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た結果，このニュースを知っているのは全体の26．1％と認知
度の低さが明らかになった．東京にある5つのプロスポーツ
チームの認知度は全体の40．2％はプロスポーツチームを全
く知らないが，59．8％が少なくとも1チームは知っているこ
とがわかった．
旅行先イメージの属性42項目において最も高い平均値を
示したのは「非常に都市化されている」（2．58）である．スポ
ーツに関する項目は全体的に平均点が低い傾向にあった．
因子分析（主因子法，バリマックス回転）を行った結果，6つの
因子が抽出され，それぞれ「先進観光都市」，「快適性」，「参加
型スポーツ」，「観戦型スポーツ」，「公共サービス」，「歴史文
化」と命名した6つのイメージ因子の平均値を性別などによ
って比較するためにT検定を行った結果では，性別や旅行経
験，そしてプロスポーツチームの認知において，旅行先イメ
ージの一部に差があることが認められた．
2016年東京オリンピック招致を知っている人と知ってい
ない人の関係によって比較するためにT検定を行った結果で
は有意差は認められなかったが全体的にこの招致活動を知っ
ている人はイメージ因子の得点が高いことがわかった．
分析の結果によると，台湾の大学生が東京に対する旅行先
イメージにおいて「参加型スポーツ」と「観戦塑スポーツ」の2
因子がスポーツに関するイメージとして抽出された．それは
「プロスポーツが定期的に見られる」，「スポーツ施設が充実し
ている」，「様々なスポーツイベントがある」，「東京マラソン」，
「スポーツボランティアとして働く機会がある」の5つの項
目である．
【結論】
分析の結果は以下の通りである．まず，台湾の大学生にお
ける東京の旅行先イメージは因子分析により，6つの因子が
抽出された．それは「先進観光都市」，「快適性」，「参加型ス
ポーツ」，「観戦塑スポーツ」，「公共サービス」，「歴史文化」
である．
次に，性別や旅行経験，そしてプロスポーツチームの認知
度によって旅行先イメージに差のあることがわかった．
最後，因子分析により，東京の旅行先イメージとしてスポー
ツが存在していることがわかった．
